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21)急性気腫性胆嚢炎の73例
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気腫性胆嚢炎は本邦では比較的希な疾患であるがさ当

院で3症例を経験 したので報告する.3例とも高度の炎

症所見を宴し, うち2例は胆藤の穿孔を認めた.抗生剤

治療 と経度経肝的胆藻 ドレナ--ジ術,待機的根治的外科

治療を行い治癒を得られた.

本症は全身状態の悪化を伴いやす く,上記治療の早期

の開始が盈質と考えられた.

22)当院における,乳頭拡張術併用,乳頭非切

開下内視鏡的総胆管結石摘出術症例
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当院において,今まで,不可欠と考えられていた乳頭

切開術 (EST)を施行することなく,亜硝酸剤投与と

乳頭拡張衝を併用 し,4症例に計5回内視鏡的総胆管結

石除去術を施行 しました.大きさは直径 4-12mm で,

数は2ケまでで,全例傍乳頭憩室を有 していました.亜

硝酸剤 として使周 した NTGテ-プでは,乳頭拡張は

不十分で したが,拡張 balloonを併用することにより,

比較的容易に施行が可能で した. 1例に,balloonの

troubleをこよる不成功例を経験 しました.また,1例に,

巣時的に2ケの結石を除去することができた症例を経験

しました,重篤な合併症 もなく,症例によっては非常に

有用な手技と考え報告 しました.

23)胆道 内回虫迷入症 4例の検討
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近年無農薬栽培の流行により回虫症は再び増加傾向に

あるとされる.我々が経験 した胆道内回虫迷入症の4例

に関 し若干の考察を加えて報告する.

全例上腹部痛にて発症 し,初診時検査所風上白血球数

の増加を2例に認めたが,好酸球の増加は認められなかっ

た.また,胆道系酵素と鰐酵素の上昇が 1例ずつに認め

られた.診断は3例が腹部超音波検査によりなされ, 1

例のみ輝炎発症例で回復期に施行 した ERCPにて直接

回虫を掃出 し診断に至った.腹部超音波検査にて診断さ

れた症例のうち2例は,入院早期に ERCPを施行 し胆

管内に虫体が確認できた.この2例は ERCP数時間後

に上腹部痛痛発作をきた し その後 ERCPの再検で胆

管内の虫体は消失 していた.いずれもこの間の症痛発作

時に回虫が十二指腸鰹内に排出されたものと考えられ

回虫がウログラブインに弱いとする従来の報告に合致す

る経過をとった.他の 1例は入院を拒否 したため,2日

後外来にて超音波検査で虫体の消失を確認 した.治療と

しては,全例胆道的からの虫体の消失を確認後,駆虫剤

(コソバソ トリソ)を授与 し うち2例に硬車-の虫体

の排出が確認 しえた.

4例の経験より,本症の診断には初診時の超音波検査

が最 も有用であると考えられた.また,ERCPは虫体

の確認手段であるとともに,胆道内からの虫体の排出を

期待 し 治療の小堺としても,早期より施行すべき検査

法と考えられた.

2射 メシル酸 ナ ファモスタ ッ ト持続動注 と血液

透析が奏功 した急性肝炎の ま例
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症例は6嶺歳の男性で,平成 8年10月14日に腹部激痛,

背部痛が出現 髄院を受診,急性鰐炎の診断で入院した.

抗 トリプシン剤の静注を行ったが,増悪憾向が収まらず,

10月15日当紬紹介入院となった.TP5.0g/dl,Po翌51.6

mmHg(0231投与下)及び CT の画像所見が gTadeV

であることから,重症急性輝炎と判定即晩 メシル酸ナ

ファモスタット240mg/day,イミぺネム .シラスタチ

ソナ トリュウム 2g/dayの持続動注開始, これを6日

間続行,同時に血液透析を4日間行った.以上開始当日

の夜より,腹痛は著明に軽快,第6病 日に腹部 CT で

欝の藤大と壊死傾向は著明に改善他の検査値も著 しい改

善傾向を示した.


